
大分類 項目 内容 チェック

学部等が指定する授業種別となっている（「講義（遠隔）」となっている）。 □

授業概要
授業全体を通してのテーマ、授業内容の概略が明確に記述されている（学
生の持つ知識で理解できる範囲の言葉で記述されている）。

□

授業の到達目標がわかりやすく簡潔に記述されている（学生の視点から、
○○について「説明できる」「論理的に述べることができる」等、学生を
主体として記述されている）。

□

授業の到達目標が学部の定めるカリキュラム・ポリシーに沿って記述され
ている。

□

到達目標が学部の定めるディプロマ・ポリシーに基づく「学力の３要素
（①知識・技能、②思考力・判断力・表現力、③主体的に学習に取り組む
態度の観点）に沿って、記述されている（ただし、授業特性に合わせて３
要素すべてを記述する必要はない）。

□

15回の授業で到達目標が達成できる計画が具体的かつ明確に記述されてい
る。

□

各授業回の授業形態（遠隔または対面）が記述されている。 □
オンデマンド動画等の教材を配信するタイミング、公開期間、内容が具体
的に提示されている（曜日、各回の構成（動画→ワーク等）、公開期間
等）。

□

学生同士の意見交換の場や双方向性の確保等、学習成果を高める活動を取
り入れている。

□

授業時間外学習
学生が予習・復習に関する学習計画を立てられるように授業時間外で学習
する内容や１週あたりの学習時間が記述されている。

□

成績評価の
方法・基
準・評価

基準・
評価

到達目標に合わせて基準や評価の方針・割合が記述されている。 □

教科書および授業の準備や予習・復習に役立つ参考書が記述されている。 □

著者、書名、出版社、ISBNが正確に入力されている。 □
「授業計画」や「成績評価の方法・基準・評価」欄に、課題・レポート等
のフィードバックを実施する旨の記載をしている場合は、フィードバック
の方法が記述されている。（ただし、「授業計画」等にフィードバックの
方法が記述されている場合には、この項目に記述する必要はない）。

□

学生が教員に問合せができる方法が具体的に記述されている（学生からの
質問・応答のため、メールアドレス等があらかじめ記述されている）。

□

必要に応じて、系統的に科目を修得していく上で「修得するまたは修得し
ておくことが望まれる科目」等の受講上の注意が記述されている。

□

担任者への問合せ方法

備考

フィードバックの方法

教科書
（参考書）

授業計画
授業計画
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【遠隔授業】シラバスのセルフチェックシート
　遠隔授業は、学部等が指定する科目で実施されます。オンデマンド配信授業実施ガイドライン（シラバスガイ
ドP.12 ）を参照の上、シラバスの記述をお願いいたします。加えて、【遠隔授業】シラバスのセルフチェック
シートを用いて、ご担当科目のシラバスに記述された内容の確認をお願いいたします。　　　　教育推進部
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